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１．研究目的

沖合底びき網漁業（沖底）の漁獲物利用拡大
を図るための基礎資料とするため、マダイとキ
ダイの脂質含量の季節変化を明らかにする。ま
た、併せて近赤外線分光法による脂質含量測定
を可能とする検量線の開発を行う。

２．研究方法

（１）漁獲物脂質含量実態調査
平成２５年１１月末から２６年３月にかけて、沖

底により漁獲されたマダイ及びキダイの脂質含
量を測定した。マダイは５００gサイズと１，０００g
サイズ、キダイは２５０gサイズと５００gサイズ
をそれぞれ５尾ずつ、約１か月に１度の頻度で
入手した。検体は左側面の可食部を全て採取
し、フードプロセッサにより粉砕したのち、
Bligh-Dyer法に準じたクロロホルム‐メタ
ノール法により粗脂肪量を測定した。
（２）脂質含量測定用検量線の開発
上記の検体採取の際に、静岡シブヤ精機製

FQA-NIRGUN（ポータブル型近赤外線分光分
析装置）を用いてスペクトルを採取した。スペ
クトルは背部３か所と腹部１か所で２回ずつ採
取、累積時間は背部２０ミリ秒、腹部３０ミリ秒
に設定した。
使用検体数はマダイ４４検体、キダイ３８検体

で、これを検量線作成用と検定用に等分した。
脂質実測値を従属変数に、スペクトル二次微分
値を独立変数として変数増加法による重回帰分
析を行い、複数の検量線を得た。得られた検量
線は検定用検体を用いて検定を行い、精度を比
較した。

３．研究結果

（１）漁獲物脂質含量実態調査

マダイの粗脂肪量は１１月末に１，０００gサイ
ズの検体で平均３．６（±１．０）％（括弧内は標
準偏差、以下同様）であったが、他は５００gサ
イズ、１，０００gサイズともに概ね１～２％程度で
推移した。
キダイ粗脂肪量は１１月末に２５０gサイズの

検体で平均３．２（±２．６）％であった。その後
２月に平均０．８（±０．３）％と低い値を示した
ほかは、概ね３％前後の値を示した。５００gサ
イズのものはマダイ同様１～２％程度で推移し
た。
生殖腺指数はマダイ・キダイとも１％程度の

低い値で推移した。
（２）脂質含量測定用検量線の開発
マダイについて、それぞれの測定部位で得ら

れた検量線について、検定を行ったところ、腹
部で得られた６波長を使用する検量線の決定係
数が０．７５と最も高かった（背部では０．２０～
０．５８）。予測標準誤差は０．６８であった。
キダイにおいても同様に検量線の比較を行っ

たところ、背部中央からやや尾部よりの位置で
得られた２波長を使用する検量線が、決定係数
が０．７１ともっとも高い値を示した（他の部位
は０．２２～０．６８）。予測標準誤差は１．１６であっ
た。
いずれも精度が低かったが、これは、使用し

た検体の数が少なく、粗脂肪含量も、マダイで
平均１．８（±１．１）％、キダイで２．３（±１．７）％
とバリエーションに乏しいためであると推察さ
れる。
今後は脂質含量の季節別の傾向を知るため、

また、実用に耐えうる検量線を作成するため、
調査を継続し、特に脂質含量の高い時期のデー
タを蓄積する必要があると考えられる。
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